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袖奈川県大磯の百足屋
別館愛松園



、、

ノーノ【

"'、/'.
3,

1.

ぐ辻_'

^

・/

百足屋における醜終の模様
(久保1"米遷画D

、b、'

yJ

4κψ
ず

'

^

、ー

1゛
^

^ー

_ノ

ー^

4

、、.

へ、

L

、Y '

'

、^

<之>島

ー
ー
■
 
1

ノ
ー

旦
子一一

一

リ
ノ

g
0



.・ 1
・4,'
"

狐
ク

.'

^

゛

、

、

匡

1

,

か松イ

、

゛

^^ー^ーー^^^

^

久

角一1 1

]

1890(明治23)年1月21日、午前5時30分、新島八重子、小崎弘道、徳富猪一郎の立合いの
もとに口述し、徳富が筆記したもの

冒

r

'

冬

琴

、

'

オ つ 1

兆
イ

毒

"
ー

鵬
得
心
.

ー
ー

'ー
ー

●
鳥

,
,

@

@
新
島
八
重
子
、
小
崎
弘
道
徳
富
猪
一
郎
立
合

廿
一
日
午
前
五
時
半
遺
言
の
条
々

@
同
志
社
切
前
途
は
基
督
教
の
徳
化
、
学
文
学
政
治
等
の
隆
興
、
学
芸
の
進
歩

三
者
「
相
伴
ひ
L
 
相
待
て
行
ふ
可
き
事

@
同
志
社
教
育
の
目
的
は
其
の
宗
学
政
治
文
学
科
学
等
に
従
享
す
る
二
係
ら
す

皆
精
神
活
力
あ
り
「
真
誠
の
自
由
ヲ
愛
し
、
」
以
て
邦
家
二
尽

,
0

'
式
司
埴

す
可
き
人
物
を
養
生
す
る
を
務
む
可
き
亊

印
社
員
た
る
も
の
ハ
生
徒
ヲ
鄭
重
二
取
扱
ふ
可
き
事

印
同
志
社
二
於
て
ハ
個
償
不
菰
な
ろ
書
生
ヲ
圧
束
せ
す
務
め
て
其
の
本
性
二
従

ひ
之
ヲ
順
導
す
可
、
、
し
以
て
天
下
の
人
物
ヲ
養
成
す
可
き
事

゛
ず
,

島
,

ー
ー

L
、

、
、
゛
、
、



@
同
志
社
は
隆
な
ろ
二
従
ひ
機
械
的
二
流
る
、
の
恐
れ
あ
η
切
に
之
を
戒
慎
す

可
き
事

補

@
金
森
通
倫
「
氏
」
を
以
て
余
の
後
任
と

な
」
す
差
支
ナ
シ
、
氏
は
事
務
二
幹

練
し
才
鋒
当
ル
可
ラ
サ
ル
ノ
勢
ア
リ
然
れ
と
も
其
の
教
育
家
と
し
て
人
を
順

育
し
之
を
誘
掖
す
る
の
竺
欠
け
或
は
小
刀
細
工
二
陥
ル
の
弊
ナ
シ
ト
セ
ス

@
是
れ
余
の
窃
か
に
遺
憾
と
す
る
所
ナ
リ

'

1

、

1
,

)
列
,

冉

.

ー
ー

印
東
京
二
^
^
理
^
学
^
ヲ
^
く
は
目
^
ワ
の
事
情
到
^
一
^
<
^
ら
ケ
る
^
ピ
言
す

印
日
本
教
師
と
外
国
教
師
の
関
係
二
就
て
ハ
務
め
て
調
停
の
労
ヲ
取
り
、
ス
て

其
の
円
滑
ヲ
維
持
す
可
き
事
、
余
ば
是
迄
幾
度
か
此
ノ
中
問
二
立
て
苦
心
あ

り
、
将
来
と
難
も
「
社
員
^
師
L
 
諸
君
か
日
本
教
師
二
示
ス
ニ
此
ノ
亭
ヲ

以
て
せ
ん
こ
と
を
望
む

、

}

分

ー
,

.

、

ヲ

置

i

1

、

4

゛

4
を

、
一

メ
〒

,
'
1
出
H

り
、

ノ

の

1

一
?

1

C
 
1
ー

-
J
 
、

゛
,

1

.

.

詔

一

,

1

亀

、

/

仏
ウ
.
ニ
ノ 1

Y

1

ノ

,
ノ

,ノ
き

"
当

'{

1グ

゛ι

イ'

難

ノ三オ、

、1

、、

y4

ι、

,シ y

'、



'

、

無

W

ノ

i

タ

、

印
余
ハ
平
生
敵
ヲ
作
ラ
サ
ル
ヲ
期
す
若
し
諸
君
中
或
ハ
余
に
対
し
て
釈
然
六
ら

さ
る
人
あ
ラ
ハ
幸
二
之
ヲ
恕
せ
よ
、
余
の
胸
中
一
点
の
芥
菖
あ
ら
す

@
従
来
の
事
業
人
或
ハ
之
ヲ
目
し
て
余
の
功
と
す
然
れ
ビ
も
是
比
台
「
同
志
」
 
1

君
の
翼
賛
、
,

@
二
よ
り
て
出
来
六
る
所
辺
徐
余
ハ
毫
も
自
己
の
功
ピ

一
1

〆

信
せ
す
唯
諸
君
の
厚
情
二
感
侃
す

印
右
筆
記
の
上
之
ヲ
朗
読
す
先
生
一
々
之
ヲ
聞
き
首
肯
す
、

時
に
午
前
七
時
十
分
前
E

.

1




